
157vol.

2020 年  4 月～ 6 月期
2020年  7 月～ 9 月期

〈実　績〉
〈見通し〉

景況レポート
2 0 2 0  S U M M E R



AOKI SHINKIN BANKAOKI SHINKIN BANK

■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「新型コロナウイルスの感染拡大による中小企業への影響について」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2020年 6月 1日（月）～ 6月 5日（金）
2020年 1月～3月期と比較した2020年4月～6月期の実績見込み
2020年4月～6月期と比較した2020年 7月～9月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

人手不足に対する埼玉県企業の動向調査
（2020年4月）

～正社員・非正社員とも人手「不足」が大幅に減少～

はじめに

調査結果

　2019年度の全国の人手不足倒産は前年度比14.8%増の194件となり、6年連続で過去最高件数を更新するなど、
人手不足が企業活動に及ぼす悪影響は深刻になっている（帝国データバンク「人手不足倒産の動向調査（2019年
度）」）。一方で、新型コロナウイルス感染症の影響により企業活動が制約されたことで国内景気が急速に悪化しており、
従業員の雇用など「ヒト」に関する動向が注目されている。
　帝国データバンク大宮支店は人手不足に対する企業の見解について調査を実施した。本調査は、TDB景気動向調査
2020年4月調査とともに行った。
※調査期間は2020年4月16日～30日、調査対象は埼玉県内960社で、有効回答企業数は462社（回答率48.1%）。

景気観測

正社員が「不足」している企業は27.3%、前年比16.3ポイントの大幅減少1.

　2020年4月現在の従業員
の過不足状況を尋ねたところ
（「該当なし／無回答」を除
く）、正社員が「不足」している
と回答した企業は27.3%とな
った。これは前年（2019年4
月）と比較して16.3ポイント
の大幅減で、2019年4月に続
き2年連続で減少した。他方、
正社員が「過剰」と回答した
企業は25.1%となり、前年よ
り16.0ポイントの大幅増とな
った。
 正社員が「不足」していると
回答した企業を規模別にみる
と、「大企業」（37.7%）、「中
小企業」（25.6%）、「小規模
企業」（26.0%）となった。前年と比較すると「大企業」は23.0ポイント減、「中小企業」が14.9ポイント減、「小規模企
業」も9.4ポイント減と、「大企業」をはじめとしていずれの規模も人手不足感は大幅に低下した。

［❶  従業員の過不足感］
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非正社員が「不足」している企業は17.9%、前年比14.4ポイントの大幅減少2.［❷  従業員が不足している割合（各年4月）］

［❸  従業員の過不足感　～規模別～］

［❹  従業員が不足している割合　～業界別～］

株式会社帝国データバンク　
大宮支店 情報部　記者　長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）
《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）帝国データバンク入社、
調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮支店情報部配属、現在に至る。
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まとめ3.

　今回の2020年4月調査では、県内企業は正社員、非正社
員ともに前年と比較して人手が「不足」と回答した企業が大
幅に減少した。直近の月次推移をみても、この4月で「不足」
と回答した企業が大きく減少している。一方で「過剰」と回答
した企業が前年と比べ大幅に増加した。この理由はいうまで
もなく、新型コロナウイルス感染拡大の影響で経済活動が大
幅に制限され、業務量が減少したことが主因と考えられる。
世界的な感染拡大により、サプライチェーンが滞ったほか、
国内観光業界では中国人を始めとしたインバウンド需要が
消滅。2月に入り国内で感染が拡大すると、4月に全国で緊急
事態宣言が発令され、多くの業界、企業で活動自粛、在宅勤
務の推進など活動が制限される状況となった。特に正社員の
「小売」（2019年75.0%→2020年33.3%、前年比41.7ポ
イント減）と「運輸・倉庫」（2019年70 .8%→2020年
34.6%、同36.2ポイント減）でのマイナスが顕著となった。
　5月中には緊急事態宣言が全国で解除され、企業活動の
制限も段階的に緩和されつつある。しかし、業種、業界によっては企業活動が回復するまでには相当の時間が見込まれ
るほか、ウィズコロナ、アフターコロナといわれる状況下で新しい働き方が模索されるなか、人の需要もこれまでとは異
なるケースも想定されよう。県内企業の人手不足感は活動緩和に伴い直後は上昇すると思われるが、従来の水準には
及ばない状況が続くと思われる。

［❺  正社員・非正社員の不足割合
　　　　　　　　　　（直近の月次推移）］
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　正社員が「不足」していると回
答した企業を業界別にみると、
最 も高 かったのが「 建 設 」
（38.2%、前年比17.9ポイント
減 ）、次 いで「 運 輸・倉 庫 」
（34.6%、同36.2ポイント減）、
「小売」（33.3%、同41.7ポイン
ト減）、「サービス」（31.5%、同
24.3ポイント減）が続いた。前年
と比較可能な8業界中、増加した
のは「不動産」（27.8%、同12.4
ポイント増）のみで、7業界で減
少した。「小売」「運輸・倉庫」を
はじめとして減少した業界はい
ずれも2けたの大幅減となり人
手不足感が大きく低下する形と
なった。

　非正社員が「不足」していると回答した企業（「該当なし／無回答」を除く）は17.9%となった。これは前年と比較して
14.4ポイントの大幅減で2年連続の減少。他方、「過剰」と回答した企業は26.3%で前年比19.5ポイントの大幅増とな
った。正社員同様、「不足」が大幅に減り、「過剰」が大幅に増えた。
　非正社員が「不足」していると回答した企業を規模別にみると、「大企業」（26.9%）、「中小企業」（16.4%）、「小規模
企業」（16.0%）となった。正社員が「不足」している企業と比較すると、いずれの規模も10ポイント前後下回った。前年
と比較すると「大企業」（前年比11.6ポイント減）、「中小企業」（同14.6ポイント減）、「小規模企業」（同10.3ポイント
減）と、いずれの規模も人手不足感は大幅に低下した。
　非正社員が「不足」していると回答した企業を業界別にみると、最も高かったのが「運輸・倉庫」（42.9%）で、以下「小
売」（40.0%）、「建設」（20.9%）、「製造」（17.9%）が続いた。前年と比較可能な8業界中、増加したのは「不動産」
（14.3%、同6.0ポイント増）のみ。他7業界は減少した。

2 3



AOKI SHINKIN BANK

!"#" !!#$ !"#%
!&#" !'#(

!"#$&"#! &%#" &$#" &$#)
&!#"

%"#&

*'

&'

+'

!'

)'

"'

%'

** *& * & + !

&'*( &'&'

　全業種の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲54となり、前
期(1～3月期）と比較して44ポイントの悪化となった。「設備」
で3ポイントの改善、「売上」で46ポイント、「収益」で43ポイン
ト、「資金繰り」で22ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で9ポイント、「原材料・仕入価格」で11ポイントの下降となる。
　来期(7～9月期)は「売上」で17ポイント、「収益」で20ポイ

ント、「資金繰り」で3ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業況」
で2ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で3ポイント、「原
材料・仕入価格」で4ポイントの下降を予想している。
　全体的には、前期(1～3月期）と比較して景況感は大きく
悪化しており、来期の見通しについても若干の下降を予想
している。

４ ５

総 合
SOUGOU

総
合

総
合

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲54
（▲44）

来期予想
▲56
（▲2）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

「業況 DI」推移

上昇 変わらず 下降

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

11.3 65.4 23.3

9.0 46.8 44.2

5.3 34.2 60.5収
益

当 期
▲55
（▲43）

来期予想
▲35
（+20）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

7.3 87.4 5.3

2.0 86.4 11.6

3.0 87.0 10.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲7
（▲9）

来期予想
▲10
（▲3）

業況判断指数（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

15.0 80.3 4.7

4.3 86.7 9.0

5.6 88.1 6.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
▲1

（▲11）

来期予想
▲5
（▲4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

7.6 79.4 13.0

5.3 65.5 29.2

63.4 31.6
資
金
繰
り

当 期
▲27
（▲22）

来期予想
▲24
（+3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

12.0 65.7 22.3

2.0 40.5 57.5

5.3 35.5 59.2業
況

当 期
▲54
（▲44）

来期予想
▲56
（▲2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

14.0 61.4 24.6

9.0 42.5 48.5

6.6 29.6 63.8売
上

当 期
▲57
（▲46）

来期予想
▲40
（+17）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

1.1 88.9 10.0

2.6 89.3 8.1

1.8 90.5 7.7設
備

当 期
▲6
（+3）

来期予想
▲6
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

－80
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－40
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¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

2019/122016/6 2016/12 2017/6 2017/12 2018/6 2018/12 2019/6 2020/6

　鋳造業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲79とな
り、前期(1～3月期）と比較して65ポイントの悪化となっ
た。「設備」で横ばい、「売上」で58ポイント、「収益」で45ポ
イント、「資金繰り」で38ポイントの悪化、「販売・請負・料
金価格」で10ポイント、「原材料・仕入価格」で3ポイントの
下降となる。

 来期(7～9月期)は、「業況」で3ポイント、「売上」、「収益」
で10ポイントの改善、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金
価格」で3ポイント、「原材料・仕入価格」で4ポイントの下
降、「資金繰り」で7ポイントの悪化を予想している。

６ 7

鋳造業
CHUZOU-GYOU

鋳
造
業

鋳
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
▲79
（▲65）

来期予想
▲76
（+3）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

6.9 75.9 17.2

48.3 48.3

44.8 55.2収
益

当 期
▲55
（▲45）

来期予想
▲45
（+10）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月 89.7

96.6

93.1 6.9

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲7

（▲10）

来期予想
▲10
（▲3）

業況判断指数（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

10.3 10.379.4

6.993.1

3.496.6

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
▲3
（▲3）

来期予想
▲7
（▲4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

3.4 89.7 6.9

48.351.7

58.6 41.4
資
金
繰
り

当 期
▲41
（▲38）

来期予想
▲48
（▲7）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

6.9 72.4 20.7

24.1 75.9

20.7 79.3業
況

当 期
▲79
（▲65）

来期予想
▲76
（+3）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

6.9 72.4 20.7

3.4 31.0 65.6

27.6 72.4売
上

当 期
▲72
（▲58）

来期予想
▲62
（+10）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

96.6 3.4

96.6

96.6設
備

当 期
▲3
（0）

来期予想
▲3
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

3.4

3.4

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

10.3

3.4

3.4

¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥
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　機械製造業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲61と 
なり、前期(1～3月期）と比較して56ポイントの悪化となっ
た。「設備」で3ポイントの改善、「売上」で39ポイント、「収
益」で37ポイント、「資金繰り」で32ポイントの悪化、「販売・
請負・料金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で8ポイ
ントの下降となる。

 来期(7～9月期)は、「業況」で6ポイント、「売上」で10ポイ
ントの改善、「収益」、「資金繰り」で横ばい、「販売・請負・料
金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で3ポイントの下
降、「設備」で3ポイントの減少を予想している。
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機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

機
械
製
造
業

機
械
製
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
▲61
（▲56）

来期予想
▲55
（+6）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

10.5 65.8 23.7

2.6 44.7 52.7

2.6 44.7 52.7収
益

当 期
▲50
（▲37）

来期予想
▲50
（0）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

5.32.6 92.1

13.286.8

92.1 7.9

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲8
（▲5）

来期予想
▲13
（▲5）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

7.9 86.8

7.992.1

5.394.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
▲5
（▲8）

来期予想
▲8
（▲3）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

5.3 76.3 18.4

55.3 44.7

55.3 44.7
資
金
繰
り

当 期
▲45
（▲32）

来期予想
▲45
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

15.8 63.1 21.1

2.6 39.5 57.9

2.6 34.2 63.2業
況

当 期
▲61
（▲56）

来期予想
▲55
（+6）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

10.5 63.2 26.3

5.3 44.7 50.0

5.3 34.2 60.5売
上

当 期
▲55
（▲39）

来期予想
▲45
（+10）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

84.2 15.8

2.6 79.0 18.4

86.8 13.2設
備

当 期
▲13
（+3）

来期予想
▲16
（▲3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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AOKI SHINKIN BANK

　卸売業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲48となり、
前期(1～3月期）と比較して26ポイントの悪化となった。
「設備」で3ポイントの改善、「売上」で37ポイント、「収益」で
45ポイント、「資金繰り」で8ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で26ポイント、「原材料・仕入価格」で22ポイン
トの下降となる。

 来期(7～9月期)は、「売上」で15ポイント、「収益」で19ポ
イント、「資金繰り」で11ポイントの改善、「設備」で4ポイン
トの増加、「販売・請負・料金価格」で横ばい、「業況」で15ポ
イントの悪化、「原材料・仕入価格」で11ポイントの下降を
予想している。
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卸売業
OROSHIURI -GYOU

卸
売
業

卸
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲48
（▲26）

来期予想
▲63
（▲15）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

14.8 59.3 25.9

7.4 48.2 44.4

11.1 22.2 66.7収
益

当 期
▲56
（▲45）

来期予想
▲37
（+19）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

25.9 70.4 3.7

3.7 7.488.9

7.4 81.5 11.1

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲4

（▲26）

来期予想
▲4
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

25.9 74.1

3.7 85.2 11.1

11.1 7.481.5

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
4

（▲22）

来期予想
▲7

（▲11）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

77.8 14.8

74.111.1 14.8

7.4

70.4 22.27.4
資
金
繰
り

当 期
▲15
（▲8）

来期予想
▲4

（+11）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

7.4 63.0 29.6

3.7 29.6 66.7

14.8 22.2 63.0業
況

当 期
▲48
（▲26）

来期予想
▲63
（▲15）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

11.1 59.3 29.6

7.4 44.4 48.2

11.1 22.2 66.7売
上

当 期
▲56
（▲37）

来期予想
▲41
（+15）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

85.2 11.13.7

7.4 85.2 7.4

88.93.7 7.4設
備

当 期
▲4
（+3）

来期予想
0

（+4）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲68とな
り、前期(1～3月期）と比較して40ポイントの悪化となっ
た。「設備」で5ポイントの改善、「売上」で35ポイント、「収
益」で32ポイント、「資金繰り」で3ポイントの悪化、「販売・
請負・料金価格」で3ポイント、「原材料・仕入価格」で20ポ
イントの下降となる。

　来期(7～9月期)は、「業況」で3ポイント、「売上」で25ポ
イント、「収益」で27ポイント、「資金繰り」で5ポイントの改
善、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で7ポイント、
「原材料・仕入価格」で8ポイントの下降を予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲68
（▲40）

来期予想
▲65
（+3）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期
2020 年 1～3月

当期
2020 年 4～6月

来期
2020 年 7～9月

2.5 57.5 40.0

12.5 32.5 55.0

5.0 20.0 75.0収
益

当 期
▲70
（▲32）

来期予想
▲43
（+27）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

10.0 80.0 10.0

10.090.0

5.0 87.5 7.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲3
（▲3）

来期予想
▲10
（▲7）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

22.5 70.0 7.5

87.5 12.5

5.0 85.0 10.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
▲5

（▲20）

来期予想
▲13
（▲8）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

75.0 25.0

2.5

72.5 25.0

67.5 30.0
資
金
繰
り

当 期
▲28
（▲3）

来期予想
▲23
（+5）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

7.5 57.5 35.0

35.0 65.0

2.5 27.5 70.0業
況

当 期
▲68
（▲40）

来期予想
▲65
（+3）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

5.0 57.5 37.5

10.0 37.5 52.5

5.0 22.5 72.5売
上

当 期
▲68
（▲35）

来期予想
▲43
（+25）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

90.0 10.0

95.0 5.0

95.0 5.0設
備

当 期
▲5
（+5）

来期予想
▲5
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

2.5

小
売
業

小
売
業

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲47とな
り、前期(1～3月期）と比較して49ポイントの悪化となっ
た。「設備」で2ポイントの改善、「売上」で54ポイント、「収
益」で51ポイント、「資金繰り」で20ポイントの悪化、「販
売・請負・料金価格」で11ポイント、「原材料・仕入価格」で
9ポイントの下降となる。

　来期(7～9月期)は「売上」で7ポイント、「収益」で5ポイ
ントの改善、「設備」で横ばい、「業況」で9ポイント、「資金
繰り」で2ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材
料・仕入価格」で9ポイントの下降を予想している。

14 15

建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲47
（▲49）

来期予想
▲56
（▲9）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

13.3 77.8 8.9

6.7 44.4 48.9

4.4 44.4 51.2収
益

当 期
▲47
（▲51）

来期予想
▲42
（+5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

4.4 2.293.4

2.2 77.8 20.0

2.2 86.7 11.1

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲9

（▲11）

来期予想
▲18
（▲9）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

15.6 84.4

11.1 75.6 13.3

11.1 84.5 4.4

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
7

（▲9）

来期予想
▲2
（▲9）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

88.9 4.4

8.9 62.2 28.9

68.9 24.4
資
金
繰
り

当 期
▲18
（▲20）

来期予想
▲20
（▲２）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 75.6 11.1

2.2 40.0 57.8

4.4 44.4 51.2業
況

当 期
▲47
（▲49）

来期予想
▲56
（▲9）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

17.8 71.1 11.1

8.9 42.2 48.9

4.4 44.4 51.2売
上

当 期
▲47
（▲54）

来期予想
▲40
（+7）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

95.6 4.4

97.8

97.8 2.2設
備

当 期
▲2
（＋2）

来期予想
▲2
（０）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

6.7

6.7

2.2

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲33とな
り、前期(1～3月期）と比較して20ポイントの悪化となった。
「売上」で24ポイント、「収益」で23ポイント、「資金繰り」で
14ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で7ポイント、
「原材料・仕入価格」で20ポイントの下降となる。
　来期(7～9月期)は、「売上」で17ポイント、「収益」で20

ポイントの改善、「業況」で14ポイント、「資金繰り」で3ポイ
ントの悪化、「販売・請負・料金価格」で3ポイント、「原材料・
仕入価格」で7ポイントの悪化を予想している。
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不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
▲33
（▲20）

来期予想
▲47
（▲14）

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

13.3 63.4 23.3

10.0 50.0 40.0

6.7 36.7 56.6収
益

当 期
▲50
（▲23）

来期予想
▲30
（＋20）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

3.3 10.086.7

66.66.7 26.7

6.7 23.370.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲17
（▲7）

来期予想
▲20
（▲3）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 3.383.4

10.0 73.3 16.7

10.0 10.080.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
0

（▲20）

来期予想
▲7
（▲7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 16.770.0

10.0 60.0 30.0

10.0 26.763.3
資
金
繰
り

当 期
▲17
（▲14）

来期予想
▲20
（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

16.7 66.6 16.7

3.3 46.7 50.0

3.3 60.0 36.7業
況

当 期
▲33
（▲20）

来期予想
▲47
（▲14）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

16.7 53.3 30.0

10.0 50.0 40.0

6.7 40.0 53.3売
上

当 期
▲47
（▲24）

来期予想
▲30
（+17）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

サービス業
　サービス業の当期(4～6月期）の業況判断ＤＩは▲47と
なり、前期(1～3月期）と比較して45ポイントの悪化となっ
た。「設備」で4ポイントの改善、「売上」で61ポイント、「収
益」で54ポイント、「資金繰り」で42ポイントの悪化、「販
売・請負・料金価格」で14ポイント、「原材料・仕入価格」で
15ポイントの下降となる。

　来期(7～9月期)は「業況」で5ポイント、「売上」で31ポ
イント、「収益」で42ポイント、「資金繰り」で14ポイントの
改善、「販売・請負・料金価格」で2ポイントの上昇、「原材
料・仕入価格」、「設備」で横ばいを予想している。

18 19

SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲47
（▲45）

来期予想
▲42
（＋5）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少
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特別調査 ［ 新型コロナウイルスの感染拡大による中小企業への影響について ］

《 特別調査　調査員コメント》

経営上の問題点と当面の重点経営施策
経営上の問題点集計結果（全業種） 当面の重点経営施策（全業種）

売上の停滞・減少
同業者間の競争激化

人手不足
利幅の縮小

大手との競争激化
値下げ要請
原材料高

販売商品の不足
合理化不足

工場店舗の狭小老朽化
輸入品との競争激化

（%）
0 10 20 30 40 50

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

•得意先が在宅勤務を導入した為、先方の担当者との商談がな
かなか進まない。
•手術台等の製造をしているが、医療現場では人口肺装置等新
型コロナ対策が優先されている為、当社の受注は先送りとな
り、今年度は売上減少を見込んでいる。
•学校給食関連の取引先が多く、事業の抜本的見直しを考えな
ければならないほど売上の落ち込みが大きい。
•外出自粛、在宅勤務により食料の需要が高まった。また、外食を控
えたことが家庭内での高い肉等の消費につながり、売上が伸びた。
•地公体がコロナ禍での災害発生に備えて防災関係の備蓄を積
み増している。当社にとっては、追い風、特需となっている。
•在宅勤務が増加した影響で会社員のテイクアウトが減った。人
手の確保も難しい。

【 鋳 造 業 】

【手術用機械製造業】

【大 豆 卸 売 業】

【肉・惣 菜 卸 売 業】

【防災資材・機器卸売業】

【小売業（寿司販売）】

•飲食店の営業自粛により氷の販売が減少した。夏場の需要最
盛期まで自粛が続くと事業継続に深刻な影響がある。
•ベトナム等からの従業員が常時数名おり、今後、海外からの人
材確保が難しくなるかもしれない。
•外国人（特に中国人）の来店が減った反面、在宅勤務の増加に
伴い、日本人の来店が増えた。
•外出自粛、在宅勤務等の影響でクリーニングに出す衣類が大きく
減り、持続化給付金の申請を検討するほど売上が落ち込んでいる。
•顧客が外出を控えている為、来店頻度が減った。（特に高齢者）
•介護施設がコロナ禍の影響を受けていることが、当社のような
訪問事業者の追い風になっている。
•相談業務を対面からTEL、E-mail等にシフトさせた。相談内容
としては、債務整理が増加している。

【小売業（氷および灯油販売）】

【 建 設 業 】

【 不 動 産 業 】

【クリーニング 業】

【 理 容 業 】
【サービス業（訪問介護・看護）】

【サービス業（司法書士）】

①営業活動の自粛
②展示会、イベント、商談会等の中止・延期

③国内消費の不振
④インバウンド需要の低下

⑤サプライチェーン寸断等により原材料等の調達が困難
⑥出社困難者の発生
⑦店舗や工場等の閉鎖
⑧取引先の閉鎖等の混乱

⑨その他
⓪特に影響はなし

40.2％
11.6％

36.2％
3.3％

6.6％
2.3％
2.3％

15.3％
4.0％

21.9％

貴社の事業活動は、新型コロナウイルスによる影響を受けていますか。次の①～⑨の中から最大 3つまで選
んでお答えください。特に影響がなかった方は、⓪とお答えください。

問 

1

①生産量・営業時間の縮小
②生産量・営業時間の拡大

③取引条件の見直し
④事業の抜本的な見直し

⑤社員の削減（非正規職員を含む）
⑥パートなど非正規社員の勤務時間削減

⑦給与やボーナス、手当の削減
⑧休廃業の検討

⑨その他
⓪特に対応を行っていない

43.5％
0.7％

4.0％
3.0％

0.3％
14.0％

4.3％
2.0％

5.3％
41.5％

新型コロナウイルス感染拡大を受けて、貴社ではどのような対応をとられていますか。次の①～⑨の中から
最大 3つまで選んでお答えください。特に対応を行っていない方は、⓪とお答えください。

問 

2

①90％以上の減少
②70％以上90％未満の減少
③50％以上70％未満の減少
④30％以上50％未満の減少
⑤10％以上30％未満の減少

⑥ほぼ変化なし（10％未満の増減）
⑦10％以上30％未満の増加

⑧30％以上の増加

0.3％
2.7％

5.7％
11.3％

39.8％
35.9％

4.3％
0％

貴社における今期（4～ 6月）の売上は、仮に新型コロナウイルスの影響がなかった場合（例年の 4～ 6月）
と比較して、どの程度変化しましたか。次の　①～⑧の中からお答えください。

問 

3

貴社では、危機関連保証や制度融資など、新型コロナウイルス対応の資金繰り支援制度を利用しましたか。
①～⑤の中からお答えください。また、資金繰り以外の政府による支援策（補助金、休業補償、減税、納税猶
予など）を受けましたか。⑥～⓪の中からお答えください。

問 

4

①すでに利用した
②申請中である

③今後、利用する可能性がある
④今後も利用するつもりはない
⑤申請したが、利用できなかった

13.6％
14.6％

39.6％
31.9％

新型コロナ対応の資金繰り支援制度

0.3％

⑥すでに利用した
⑦申請中である

⑧今後、利用する可能性がある
⑨今後も利用するつもりはない
⓪申請したが、利用できなかった

5.0％
15.0％

54.6％
24.7％

0.7％

政府による支援策

災害や急な不況の対策として、常時、手元の流動性資金の確保をしていると思いますが、貴社では、新型コロ
ナウイルスの影響が出る以前、現預金をどの程度保有していましたか。現預金の保有が最も少ない時期（売
掛金の回収直前など）を想定したうえで、①～⑥の中からお答え下さい。また、貴社では 2020年中の資金繰
りについて、どうお考えですか。⑦～⓪の中からお答えください。

問 

5

①売上げの3か月分以上
②売上げの1～ 3か月分
③売上げの2週間分～1か月分
④売上げの2週間分未満

⑤ほとんど保有していない
⑥把握していない

32.5％
44.8％

12.3％
2.9％

現預金の保有程度

3.6％
3.9％

⑦不安はない
⑧あまり不安はない
⑨やや不安がある
⓪かなり不安がある

13.7％
33.7％

47.6％
5.0％

2020年中の資金繰り

2019 年 12 月
2020 年   3 月
2020 年   6 月

2019 年 12 月
2020 年   3 月
2020 年   6 月



●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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